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研究成果の概要（和文）：地域在住高齢者を対象に、口腔機能の実地調査と質問紙調査を実施し、口腔機能向上プログ
ラムを開発、6か月間の実施前後の機能の変化を検討した。更に、2年後の口腔機能の変化に与える影響を検討した。口
腔機能や会話満足度の低下は、ADLやQOL、精神的健康や社会活動性に影響を及ぼすことが示唆された。口腔機能向上プ
ログラムと身体的運動を組み合わせた者において、6ヶ月後の口腔機能の維持・向上を認めた。2年間における口唇・舌
の巧緻性の低下は、摂食嚥下のリスク増大を反映した。以上より口腔機能向上プログラムは、身体運動を含み、口唇・
舌の巧緻性向上を主目的としたものがより効果的であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted the survey of the oral function for community-dwelling elderly, to de
velop the oral-functional improvement program. We  investigated the change of oral function  after the 6-m
onth continuously practice of the program. We also conducted the two-year longitudinal study to investigat
e the determinants of the change of the oral function. Decline of the oral function or satisfaction for co
mmunication significantly associated with  lower score of ADL, QOL, and  vitality. Subjects with practicin
g 6-month combined oral and motor functional improvement program showed the maintenance of speech and swal
lowing function. In the two-year longitudinal study, decline of elaborateness in lip and tongue movements 
reflected the increasing of dysphagia risk. Our results indicated that oral functional improvement program
, including the physical activity and exercise to heighten the elaborateness in motor function of lip and 
tongue is more effective for community-dwelling elderly.
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、高齢者の摂食・嚥下障害と障害が原
因で起こる誤嚥性肺炎による死亡率の増加
が問題となっている。誤嚥性肺炎は、高齢者
の市中・院内肺炎入院例の約 7割を占めると
報告されている（寺本 ,2009）。誤嚥性肺炎
の原因は、夜間の不顕性誤嚥や口腔内の不潔
があり、更に無症候性脳梗塞等による摂食・
嚥下障害や嗄声、咽喉頭逆流症（LPR)等の要
因により、誤嚥性肺炎発症のリスクは更に高
くなる（渡嘉敷, 2006）。また発話や摂食･嚥
下機能を含む口腔・咽頭の問題は、低栄養や
引きこもり等による活動性の低下や介護状
態の悪化を来す（菊谷, 2006）。 
 一方、介護保険制度では、2006 年より運動
器の機能向上、栄養改善、口腔機能の向上等
を通じ、生活機能の維持・向上を積極的に図
り、要支援・要介護状態の予防や重症化の予
防・軽減、高齢者本人の自己実現の達成の支
援を目的とした介護予防のシステムが設定
された。口腔機能向上のための訓練プログラ
ムには、セルフケアを含む口腔清掃の実施方
法や嚥下体操等、日常的にできるものが含ま
れている（口腔機能向上マニュアル改訂版, 
2009）。プログラムの効果として、機能的口
腔ケアの実施後、反復唾液嚥下テストに機能
向上を認めたという報告（金子ら, 2009）等
を認めるが、摂食・嚥下障害や誤嚥性肺炎の
予防につながる等、各プログラムの効果が波
及的アウトカムに影響しているかはまだ明
らかではない。また、訓練前後の機能の変化
をプログラムの非実施者を対照群として比
較する等、エビデンスに基づいた研究デザイ
ンがなされた報告は少ない。更に健常高齢者
の発話、摂食・嚥下各機能の測定データの平
均値も、十分に明らかにされていないため、
各機能の低下を示すカットオフ値の設定に
ついても早急に検討する必要性がある。 
 我々は平成 22 年に、宮崎県北部地域在住
の高齢者を対象に、発話機能と、摂食・嚥下
機能、包括的日常生活動作（ADL）、認知機能
との関連性を検討した。その結果、声の基本
周期変動指数（PPQ）値が高く嗄声の強い者
は、発声持続時間の低下、音節反復検査（デ
ィアドコキネシス）回数の低下を認めた。ま
た、ディアドコキネシスの回数の低下を認め
る者は他の者と比較して、摂食・嚥下機能の
低下、包括的 ADL、認知機能の有意な能力の
低下を認めた（原ら, 2010）。 
 これらの結果は、口腔機能の向上には、発
話機能、摂食･嚥下機能向上の両面を含む、
統合的な訓練プログラムを構築する必要が
あること、更にその効果の検討は、口腔機能
だけでなく、ADL や生活の質（QOL）の側面を
含むアウトカムについて、エビデンスに基づ
いた方法で行う必要性があることを示唆し
ている。そして、この統合的訓練プログラム
の構築は、介護予防の視点からも早急に行う
べき課題である。 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の２点である。(1)
地域在住の高齢者を対象に、発話機能、摂
食・嚥下機能と身体・日常生活機能、口腔お
よび健康関連 QOL を評価･調査し、各機能の
関連性を横断的･縦断的に検討する。（2）総
合的な口腔機能向上を目的とした訓練プロ
グラムを作成し、地域高齢者に実施し、プロ
グラムの効果を検証することにある。 
 
３．研究の方法 

 
(1) 口腔機能と身体・日常生活機能、生活の
質（QOL）との関係の横断的検討 
①対象 
 宮崎県北部地域在住の健常高齢者 212 名
（平均年齢 71.9 歳：健常高齢者群）および、
介護福祉施設に所属する高齢者 85 名（平均
年齢 82.3 歳：虚弱高齢者群）である。 
②方法 
１）口腔機能の測定：一息で「あ」を出来る
だけ長く発声させ、その持続時間を測定する
発声持続時間（MPT）と、単音節や複合音節
の繰り返し回数を測定するオーラルディア
ドコキネシス（OD）、反復唾液嚥下テスト
（RSST）による摂食・嚥下機能評価を実施し
た。OD は、単音節「ぱ」「た」「か」およびそ
の複合音節である「ぱたか」を測定した。音
声は、IC レコーダーPMD660（マランツ・プロ
フェッショナル社製）に録音し、音声分析ソ
フトマルチスピーチ 3700（KAY PENRTAX 社製）
を用いて、MPT、OD の回数を測定した。更に
「あ」の音声を用いて音響分析を行い、音声
の揺らぎ成分である（PPQ）と APQ、雑音成分 
２）質問紙による摂食嚥下リスク評価：地域
高齢者誤嚥リスク評価指標（DRACE）を用い
て摂食嚥下リスクの有無を調査した。 
３）ADL・QOＬの評価：ADL 評価：ADL20 によ
る主観的 ADL 評価を実施した。SF8 Health 
Survey（SF-8）による健康関連 QOL（HRQOL） 
の評価、General Oral Health Assessment 日
本語版（GOHAI）を用いた口腔関連 QOL の評
価、5 段階評価による会話満足度の評価を実
施した。 
 
(2)口腔機能向上プログラムの作成と効果の
検討 
 前述の横断的検討に結果を参考に、口腔機
能向上プログラム「タンタン文字体操」(以
下プログラム)を考案した。本プログラムに
は、OD に使用した音節「ぱ」「た」「か」の構
音運動や、口唇閉鎖といった摂食・嚥下機能
に関連する要素を取り入れた。具体的には、
口唇閉鎖と、口腔内で平仮名を書くという舌
の運動により、口腔機能の改善を通じて
ADL・QOL の改善をはかるプログラムである。
本プログラムは、集団でも個人でも、約 5分
でできる簡易な内容である。宮崎県内に在宅
の健常高齢者24名(以下単独実施群)に対し、
本プログラムを６か月間試行し、プログラム
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